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「
ふ
く
ち
の
ち
」の
カ
タ
チ

「
図
書
館
」と
聞
く
と
浮
か
ぶ「
本
を
読
む
人
の
た
め
の
静
か
な
場
所
」と
い
う
イ
メ
ー
ジ
。

そ
れ
が
ど
う
で
し
ょ
う
…  

福
智
で
描
か
れ
た
図
書
館
の
姿
は
、
全
く
違
う
ん
で
す
！

図
書
館
が
な
か
っ
た
町
に
、
来
年
３
月
、
つ
い
に
誕
生
を
迎
え
る「
ふ
く
ち
の
ち
」。

目
指
し
た
の
は〝
ふ
ら
っ
と
立
ち
寄
り
た
く
な
る
〟日
常
の
居
心
地
良
い
空
間
で
し
た
。

知
と
地
が
交
わ
る
身
近
な
場
所

　

図
書
館
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
、
可
能
性
を

追
求
し
た「
ふ
く
ち
の
ち
」。
訪
れ
る
人
の
生

活
の
一
部
と
し
て
、
人
生
に
寄
り
添
う
こ
と

を
当
初
か
ら
目
指
し
て
き
た
の
が
特
徴
で
す
。

　

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
ふ
く
ち
の
知
と
地

が
交
わ
る
場
所
」。
新
た
な
知
識
や
情
報
を

得
る〝
知
〟の
拠
点
機
能
と
、
培
わ
れ
て
き

た
風
土
や
歴
史
に
触
れ
る〝
地
〟の
拠
点
機

能
が
一
つ
に
な
っ
た
空
間
で
す
。

　

す
で
に「
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー・オ
ブ・ザ・イ
ヤ
ー
」

の
一
次
選
考
通
過
や「
全
国
図
書
館
総
合
展
」

で
の
先
進
事
例
発
表
な
ど
、
開
館
前
か
ら
全

国
の
注
目
を
集
め
て
い
る「
ふ
く
ち
の
ち
」。

　

こ
こ
を
訪
れ
る
た
び
に
、
新
た
な
出
会
い

や
発
見
が
あ
る
。
そ
ん
な
ワ
ク
ワ
ク
す
る
身

近
な
空
間
の
カ
タ
チ
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

横浜での図書館総合展（8日～10日）に町長
と関係者が招かれ、取り組みの経過を発表。

　　国内最大の図書館展で発表2016.11

一級建築士事務所ｏ+ｈ
大西 麻貴 代表
若手建築界をリードする逸材として注目されて
いる「o+h」（東京都）の代表。設計者の公募
には全国から105組の案が集まり、1次審査を
通過した5組による公開プレゼン審査で決定。

「誰にでも居場所があ
る空間」を目指して設
計しました。目的が無く
ても立ち寄りたくなる施
設になってほしいです。

　　全国公募で設計者が決定2015.3

2017.3.19
OPEN

所在地 ▶ 福智町赤池970-2

※ 赤池支所をリノベーション

構造 ▶ 鉄筋コンクリート造 2 階建て

延べ床面積 ▶ 3016.76m²

開館時予定冊数 ▶ 50,000 冊

工事費 ▶ 4億2千万円

開館日 ▶ 平成29年3月19日㊐

開館時間（予定） ▶ 10時～19時

福智町
図書館・歴史資料館
名称「ふくちのち」

赤池支所が

生まれ変わる
！

思
っ
て
い
た
図
書
館
と
違
う
！ 

想
像
を
超
え
る
。
そ
の
空
間
と
機
能

　　建設運営アドバイザー決定2014.10

図書館をつくる職人・花井裕一郎氏が就任。

　　初代館長が公募で決定2015.5

県内外47人の中から鳥越美奈館長を選任。

　　意見交換や説明会計33回2015.6~

みんなでつくる図書館プロジェクトが始動。

主催事業の「開館前年祭」や「福智スイーツ
大茶会」、福岡市天神での「筑豊フェア」など、
年間をとおした町内外でのPR活動を展開。

　　26箇所でPR活動を展開

　　前例のない開館前の候補に2016.7

先進的な図書館を表彰する「ライブラリー・オブ・
ザ・イヤー」一次選考通過は、開館前では異例。

　　 「ふくちのち」オープン！2017.3.19
披露・内覧イベントを開催。

　　福智でフォーラム開催決定2016.11

「図書館総合展2017フォーラム」の開催地
に福智町が選ばれ3月27日㊐の開催が決定。

図書館はさまざまな「する」
が可能になる施設です。
だからこそ、日々の暮ら
しや心が豊かになるだけ
でなく、福智の未来へと
つながる場にしたいです。

ふくちのち
鳥越 美奈 館長
複数の公共図書館で約19年
勤務。北九州市や中間市での
館長経験や、住民と協働での
実践経験が評価されて着任。

History
図書館とは思えないほど多彩な機能の「ふくちのち」。最先端機器のものづくりラボや地
産地消のカフェをはじめ、誰にとってもどこかにワクワクするようなスペースを備えます。

きっとどこかにある。あなたの気になる場所

イイ
意味で

2015.8~

（全館Wi-Fi利用可）

中高生の集いの場
中高生向けの本をそろ
え、展示壁や憩いのひ
な壇スペースを配置。

映画の上映も！
以前の「議場」が、本に没頭で
きる静かな空間へと一変。大き
なスクリーンでの上映会も予定。

福智を感じる場所
福智山を望み、のんびり
楽しめるスペース。

使い方いろいろ！
録音機材を使った音訳
や歌の収録が可能。

最新機器がそろう国内屈指の工房
３Dプリンタやレーザー加工機など最新の工
作機器をはじめ、製本機やミシンも配備。ス
タッフのサポートで気軽に使用可能（→P.7）。

食育の場にも
「地」を感じられる料理
教室など、食をとおして
心通わせるキッチン。

歴史と伝統を訪ねて
貴重な文化財やアートなど
幅広い分野の企画展を開催。

屋外テラス
グループ学習室

サイレントルーム

多目的室

バルコニー

本のトンネル
吹き抜け

炭坑の小路

ふくトラひろば

ふくちやまラウンジ

和室 音ラボ

キオスク

PCスペース

スタッフオフィス

クッキングラボ

ものづくりラボ

光庭
ベーカリーカフェ

企画展示室

インフォメーション
ワクワクワ広場

メニューは30種類以上！
地産地消のパンやスイーツ、コー
ヒーを楽しみながらゆったり過ご
せるカフェ（→P.9）。

いざ炭鉱時代へ
町の繁栄を支えた各炭
坑の歴史を感じる小路。

０歳から楽しめる
絵本や紙芝居に触れ、
光庭では身体も動かせ
るにぎやかな空間。

日が差す天井の屋内広場
高い天井の吹き抜け空間。小さな本
屋や文具店もあり、まるで「屋内の広
場」のような場所。1階は飲食OK！

ボランティアルーム
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「
ふ
く
ち
の
ち
」の
柱
と
な
る「
知
の
拠
点
」の
機
能

知
の
積
み
重
ね
を
サ
ポ
ー
ト

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
膨
大
な
情

報
に
あ
ふ
れ
て
い
る
今
、
何
が
正
し
く
て
自

分
の
た
め
に
な
る
の
か
、
総
合
的
に
判
断
す

る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
学
ぶ
力
、
正
し
い
知
識
を
獲
得

す
る
力
。
大
人
に
と
っ
て
は
、
人
の
意
見
に

惑
わ
さ
れ
ず
に
自
ら
の
視
点
で
見
極
め
る

真
の
判
断
力
だ
と
言
え
ま
す
。

　

本
は
、
心
に
響
く
言
葉
や
自
分
が
経
験
し

き
れ
な
い
こ
と
な
ど
、
凝
縮
し
た
情
報
を
投

げ
か
け
て
く
れ
ま
す
。
本
か
ら
得
た
知
が
一つ

の
判
断
材
料
に
な
り
、
時
に
は
行
動
を
促
さ

れ
た
り
、
心
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
知
の
積
み
重
ね

は
判
断
力
の
大
き
な
助
け
に
な
り
、
視
野
や

感
性
を
も
高
め
、
日
常
の
生
活
を
豊
か
に
し

て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
本
か
ら
得
ら
れ
る
知
的
刺
激
は
、

反
射
的
に
脳
で
考
え
る
こ
と
に
直
結
し
、
考

え
る
習
慣
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」開
館
時
の
蔵
書
数
は
、
赤

池
・
金
田
・
方
城
の
公
民
館
図
書
室
に
あ
る
本

に
購
入
や
寄
贈
分
を
あ
わ
せ
て
５
万
冊
。
年

を
重
ね
る
ご
と
に
冊
数
を
増
や
し
、
み
な
さ

ん
の
ニ
ー
ズ
と
共
に
充
実
さ
せ
る
計
画
で
す
。

福
智
な
ら
で
は
の
付
加
価
値

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」は
、
身
近
な「
知
の
拠
点
」

と
し
て
、
関
係
団
体
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
と
の
連
携
も
深
め
な

が
ら
、
本
と
の
出
会
い
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
館
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で

本
を
中
心
に
、
知
っ
て
欲
し
い
旬
の
情
報
や

知
識
を
凝
縮
し
て
発
信
。
新
た
な
本
や
人
と

の
さ
ま
ざ
ま
な
出
会
い
を
大
切
に
、
交
流
を

生
む
憩
い
の
空
間
を
目
指
し
ま
す
。

　

一
方
、
ネ
ッ
ト
通
販
や
電
子
書
籍
の
普
及

つながりと本の力で
九国大や町内３校と連携
開館準備に合わせた企画をはじ
め、教育連携のつながりと本の
力で子どもたちを育んでいます。

赤ちゃんに向けたブックスタートのサポートや地域・
学校での読書活動など、19年にわたって人と本との
出会いのお手伝いをしているボランティアグループ

「ぶらんこ」。11月20日に行われた大人に向けての
絵本の読み聞かせ「絵本のつどい」では、それぞれ
の心に訴えかけるお話に涙を流す姿も見られました。

たな本との出会いの場を積極的に企画
してきた「ふくちのち」。「ビブリオバト

ル」をはじめ「図書室の夜間開放」「大人のため
の朗読会」など、幅広く取り組んできました。
今年６月に結ばれた町と九州国際大学との教
育連携協定により、小中学生が大学生のサ
ポートを受けながら表現力や読解力を高める
授業もスタート。学校図書館とも連携し「ふ
くちのち」開館後の展開も期待されています。

新

20年以上前に出会った「わすれられ
ないおくりもの」という絵本の言葉が、
今もわたしの活動の指針になってい
ます。ぜひ絵本に触れ、心にストン
と落ちる一冊を探してみてください。

絵本を読む会ぶらんこ
岸谷 元美 さん

た
か
が
一
冊
、
さ
れ
ど
一
冊　
　
　
　
　

 　

上
野　

哲
也

　

わ
た
し
は
二
十
代
の
頃
、
一
人
き
り
で
ア
メ
リ
カ
大
陸
を

西
か
ら
東
へ
一
か
月
か
け
て
バ
ス
で
横
断
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
と
き
日
本
か
ら
持
っ
て
い
っ
た
唯
一
の
本
が
、

開か
い

高こ
う

健た
け
し

の
「
夏
の
闇
」
で
し
た
。
な
ぜ
そ
れ
を
選
ん
だ
の
か

と
言
う
と
、
本
の
主
人
公
が
わ
た
し
と
同
じ
異
国
を
一
人
で

旅
す
る
日
本
人
男
性
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

行
く
前
か
ら
予
想
は
し
て
い
た
も
の
の
、
や
は
り
予
想

と
現
実
は
大
違
い
で
し
た
。
言
葉
の
通
じ
な
い
異
国
で
の
一

人
旅
は
思
っ
て
い
た
以
上
に
孤
独
で
寂
し
く
、
そ
れ
こ
そ
暇

さ
え
あ
れ
ば
日
本
語
を
求
め
て
本
ば
か
り
を
読
ん
で
い
ま

し
た
。
し
ま
い
に
は
、
ま
る
で
本
を
読
む
た
め
に
旅
を
し
て

い
る
か
の
よ
う
で
し
た
。
だ
か
ら
帰
国
し
た
と
き
に
は
、
す

で
に
本
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

三
十
年
以
上
前
の
こ
と
な
の
で
、
も
う
そ
の
本
は
手
元
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
今
で
も
と
き
ど
き
ふ
と
思
い
出

す
こ
と
が
あ
る
の
で
す
、
そ
の
本
の
重
さ
を
、
そ
の
匂
い
を
、

そ
の
手
触
り
を
、
そ
し
て
、
旅
と
読
書
に
明
け
暮
れ
た
そ

の
日
々
の
こ
と
を
…
。

　

ど
う
で
す
、
あ
な
た
に
も
そ
ん
な
一
冊
は
あ
り
ま
す
か
？

大
学
生
と
の
交
流
は
互
い
に
良
い

刺
激
に
な
っ
て
い
ま
す（
上
野
小
）。

作家
上野 哲也 さん
福智町赤池出身。平成
11年に45歳で「海の空 
空の舟」で第67回小説
現代新人賞を受賞、平
成13年に故郷の炭鉱町
を舞台にした「ニライカ
ナイの空で」で第16回

坪田譲治文
学賞を受賞。
そのほか、講
談社などから
著書多数。

今
ま
で
の
知
識
と
経
験
、
情
報
や
状
況
の
も
と
に
今
を
生
き
て
い
る
私
た
ち
。

知
を
得
る
こ
と
で
視
野
が
広
が
り
、
よ
り
豊
か
な
日
常
の
生
活
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
の
知
を
得
る
機
会
を
提
供
す
る
の
が「
知
の
拠
点
」の
大
切
な
役
割
で
す
。

身
近
に
本
が
あ
る

心
ゆ
た
か
な
暮
ら
し

で
、
国
内
の
書
店
は
こ
こ
10
年
で
半
減
。
図

書
館
も
変
革
の
岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
不
可
欠
な
の
が
、
付
加
価
値
で
す
。

貴
重
な
時
間
を
割
い
て
足
を
運
ぶ
ほ
ど
の
魅

力
が
あ
る
か
。
電
子
書
籍
で
は
得
ら
れ
な
い

居
心
地
の
良
い
空
間
を
創
れ
る
か
。「
ふ
く

ち
の
ち
」で
は
、
読
書
環
境
は
も
ち
ろ
ん
、

み
な
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
す
る“
福
智

な
ら
で
は
”の
機
能
を
備
え
た
空
間
を
追
求
。

次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
そ
の
機
能
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

図書司書
阿部直子オススメ

「嫌われる勇気」
岸見一郎／古賀史健：著

人間関係の悩みを解決し、自分らしく
幸せに生きるヒントをもらえる一冊。

図書司書
葛西沙織オススメ

「だいじょうぶ だいじょうぶ」
いとうひろし：作・絵

悩んだ時、疲れた時… 大人にこそ読ん
で欲しい心に染みる人気の絵本です。

知識と
情報

を得る

人と本をつなぐ
ボランティア

本を知り
人を知る

ビブリオ
バトル！

！

郷土の作家特別寄稿

上野小図書室上野小図書室
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カッティング
マシン

シールやフィルムな
どを自由な形に切り
抜くことができます。

サーマバインド
製本機

背面をのり付けし、強
度のある製本が可能。

レーザー加工機
木材、プラスチック、皮革などさまざまな材質
に精密なカットや装飾を施すことができます。

ガラスや石も
加工できるよ！

3Dプリンタ
パソコン上で作った設計図どおりに溶けた樹脂
が重なり、立体物が作成できます。

ココから樹脂が
出ているよ！

大学と連携す
る「ものづくり
ラボ」が主催
し、町内全小
学校で行われ
た九州工業

大生による体験授業。九州工業大学の前身は明
治専門学校で、その礎が福智町にあった明治鉱業
の赤池鉱山学校という地元のゆかりもあります。

イメージを
素早くカタチに！

そのほか「ろくろ」など計13種！

Monozukuri-Lab.

大学とも連携していくものづくりラボ

高性能な工作機器がそろう工房

最先端機器で楽しみながら創造力が
高まるだけでなく、貴重な文化財や歴
史資料の復元にも機能を発揮します。

３ステップでオリ
ジナル本完成！

「ものづくりラボ」 「
ふ
く
ち
の
ち
」の
礎
を
担
う「
地
の
拠
点
」の
機
能

知
る
こ
と
で
見
え
て
く
る
も
の

　

福
智
山
の
懐
に
抱
か
れ
て
歴
史
を
重
ね
て

き
た
こ
の
地
。
私
た
ち
は
、
そ
の
悠
久
の
時

を
経
て
今
を
生
き
て
い
ま
す
。
福
智
町
に
は

お
よ
そ
８
千
年
前
か
ら
の
人
々
の
遺
物
が
残

さ
れ
、
発
掘
調
査
で
は
紀
元
前
３
百
年
ま
で

の
縄
文
時
代
の
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

８
年
前
に
調
査
に
着
手
し
た「
城
山
横
穴

群（
６
～
７
世
紀
）」で
は
、
２
２
２
の
横
穴

墓
と
12
の
墳
丘
を
確
認
。
そ
の
数
と
規
模
、

密
集
度
と
出
土
品
が
高
く
評
価
さ
れ
、
一
昨

年
に「
国
指
定
史
跡
」と
な
り
ま
し
た
。

　

中
世
で
は「
福
智
修
験
」や
足
利
尊
氏
ゆ

か
り
の「
興
国
寺
」、
近
世
で
は
小
倉
藩
窯

の「
上
野
焼
」、
近
代
で
は「
筑
豊
炭
田
関
連

遺
産
」な
ど
、
豊
か
な
文
化
が
築
か
れ
て
き

た
福
智
町
。今
も
な
お
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、

新
た
な
発
見
や
解
明
が
あ
り
、
か
つ
て
の
郷

土
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
に
は
、
ふ
る
さ
と
が
残
し
た
か
け

が
え
の
な
い
遺
産
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
語

り
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
を
受
け
止
め
、
次
代
に
伝
え
、
後
世
へ
と

残
す
こ
と
は
、
今
を
生
き
る
私
た
ち
の
大
切

な
テ
ー
マ
。
ま
ち
の
歴
史
を
知
り
、
風
土
を

再
認
識
す
る
こ
と
が
、
郷
土
に
根
付
く
新
た

な
創
造
や
発
展
へ
と
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。

「ふくちのち」を共につくる
ふくちトライアングル

町内全中学校の生徒会を中心に
立ち上がった活動グループ「ふく
トラ」。さまざまな"出会い"と"もの
づくり"を一足先に体感しました。

「ふくちのち」ができる場所で
設計チームと１週間共に過
ごし、街頭リサーチや模型
づくりを経験したメンバー。
11月の「ものづくりフェスタ」
では、実物大のカウンター
と本棚を段ボールで創作。

開館後も「ふくちのち」を拠点として福
智の良さをアピールしたい。ふくトラの
活動をとおしてそう思うようになりました。

明会に参加した３中学の生徒
会10数名が「ふくちのち」の

コンセプトに感動し、「自分たちも関
わりたい」と自主的に立ち上げた「ふ
くトラ」。ロゴも自分たちで作成し、「ふ
くちのち」をＰＲする壁新聞も設計
チームと協働で作成しました。年間
を通した活動で郷土の歴史や魅力を
知り、ものづくりの楽しさを実感した
メンバーたち。まちづくりに関わりた
いという意識と輪が広がっています。

ふくトラ
永井 佑季 くん（上野）

説

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」で
は
、
福
智
ゆ
か
り
の
貴

重
な
文
化
財
な
ど
を
展
示
予
定
。
開
館
記
念

展
で
は
、
古
上
野
や
福
智
山
麓
で
生
み
出
さ

れ
た
茶
陶
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
す
で
に
郷
土

を
代
表
す
る
作
曲
家
・
河
村
光
陽
の
楽
譜
な

ど
、
貴
重
な
資
料
も
寄
贈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

開
館
前
か
ら
期
待
が
高
ま
る
歴
史
資
料

館
。
そ
の
魅
力
が「
地
の
拠
点
」と
し
て
の
機

能
を
高
め
、
郷
土
へ
の
誇
り
を
育
み
、
私
た

ち
が
自
ら
の
可
能
性
を
見
つ
め
直
す
こ
と
に

つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

まちの象徴「福智山」と、その風土が今に残す上野焼の陶土。

高取緑釉耳
みみ

付
つき

四
よ

方
ほう

水
みず

指
さし

　銘
めい

 若
わか

葉
ば

雨
あめ

（一財）田中丸コレクション蔵／山崎信一撮影／17世紀初期

上野斑釉茶
ちゃ

碗
わん

　銘
めい

 みやぎの
（一財）田中丸コレクション蔵／山崎信一撮影／17世紀前期

上野割
わり

山
ざん

椒
しょう

形
なり

向
むこう

付
づけ

（一財）田中丸コレクション蔵／山崎信一撮影／17世紀初期

新緑の季節の茶会で重用される際に、必ず雨
が降ったという逸話を持つ名器。数年前まで
は上野焼とされましたが、発掘調査の類似か
ら現在は高取焼と推定されています。

創
造
を
特
化
し
た
先
駆
的
工
房

　

福
智
の
歴
史
や
風
土
を
振
り
返
っ
た
と

き
、
時
に
際
立
つ
の
が
、
長
年
に
わ
た
る
高

度
な「
も
の
づ
く
り
の
土
壌
」。
四
百
年
以
上

の
時
を
経
て
、
今
も
な
お
土
と
炎
で
生
み
出

さ
れ
る「
上
野
焼
」を
は
じ
め
、
世
界
初
の
技

術
を
開
発
し
た「
三
菱
方
城
炭
鉱
」や「
九
州

日
立
マ
ク
セ
ル
」な
ど
、
も
の
づ
く
り
に
挑

み
続
け
る
精
神
が
脈
々
と
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」に
設
置
さ
れ
る「
も
の
づ

く
り
ラ
ボ
」で
は
、
こ
の
特
徴
を
引
き
出
し
、

最
先
端
の
工
作
機
器
な
ど
を
配
備
。
国
内
の

先
駆
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
内
閣
府
が
採

択
し
た
地
方
創
生
事
業
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
後
、
大
学
機
関
と
も
連
携
し
、

こ
の
町
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
と
未
来
に
つ
な
が

る
創
造
力
が
高
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

上野焼を創始した豊前小倉藩主・細川忠興の
考案と伝わる山椒の実が割れたようなデザイ
ン。千円以上で家が建った昭和４年に、同様
の器が２万６千円以上で落札されています。

上野焼の400年以上の歴史の中で最
も長く創業した皿山本窯が誇る名器。

福智の子どもたちのためにと、名曲
「仲良し小道」など河村光陽直筆の
楽譜を、娘の陽子さんが町に寄贈。

方城炭鉱跡地の稼働から46年目、
町一番の企業「日立マクセル」は世
界初のロータリーシェイバーを開発。

こ
の
地
に
刻
ま
れ
た
悠
久
の
歴
史
や
培
っ
て
き
た
伝
統
を
体
感
す
る
…

「
ふ
く
ち
の
ち
」の
基
盤
と
も
い
え
る「
地
の
拠
点
」が
担
う
温
故
知
新
の
機
能
。

風
土
と
共
に
生
き
る
私
た
ち
が
、
こ
の
町
で
生
き
て
い
る
こ
と
を
振
り
返
る
空
間
で
す
。

歴
史
と
風
土
が
物
語
る

創
造
力
と
潜
在
力

歴史と
風土

を感じ
る

ふくちのちの
実物大本棚
＆カウンター！

三菱方城炭鉱が開発した「スライシ
ング採炭法」は国内採炭の主流とな
り、国のエネルギーを生み出しました。

町内に20窯が点在する上野焼。学校の作陶教室で年間
10回以上、上野焼協同組合が作る楽しさを伝えています。

福智
ゆかりの
古陶
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まず食べてほしい一品

ローストビーフのサンドイッチ
シャキシャキしたフレッシュな野菜
とローストビーフをたっぷりはさん
だボリュームのあるメニュー。
ランチタイムの定番に！

「
知
」と「
地
」が
交
差
し
て
生
ま
れ
る「
智
」

新
た
な
価
値
生
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

福
智
で
生
み
出
さ
れ
る
も
の
の
中
で
、
最

も
歴
史
と
伝
統
が
あ
る
の
が「
上
野
焼
」。
こ

の
地
域
資
源
の
価
値
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

一
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
ま
し
た
。

　

食
と
器
の
魅
力
を
融
合
さ
せ
た
上
野
焼
の

新
た
な
ブ
ラ
ン
ド
シ
リ
ー
ズ
化
。
ま
ち
づ
く
り

で
つ
な
が
り
を
深
め
て
き
た
一
流
シ
ェ
フ
集
団

「
博
多
ミ
ラ
ベ
ル
21
」と「
ふ
く
ち
の
ち
」が
連

携
し
、
フ
レ
ン
チ
や
創
作
料
理
を
彩
る
上
野

焼
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
器
を
創
作
し
て
い
ま
す
。

　

器
の
監
修
は
、
国
内
外
で
フ
レ
ン
チ
の
腕

を
ふ
る
っ
て
き
た
博
多
ミ
ラ
ベ
ル
21
の
辻
塚

幸
祐
シ
ェ
フ
。
創
作
は
上
野
焼
協
同
組
合
の

若
手
作
家
が
担
い
ま
す
。
完
成
し
た

器
は
博
多
ミ
ラ
ベ
ル
21
の
加
盟
店
舗

で
実
際
に
使
用
さ
れ
、
一
流
の
料

理
に
華
を
そ
え
る
上
野
焼
の
器

で
、
魅
力
の
相
乗
効
果
を
五
感
で
実
感
い
た

だ
き
ま
す
。
上
野
焼
の
付
加
価
値
と
知
名
度

を
高
め
、
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
の
海

外
展
開
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
や
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
と
し
て
も

ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
す
る
予
定
で
す
。

挑
戦
が
示
す「
智
」の
拠
点
機
能

　

都
市
圏
で
人
気
を
集
め
て
い
る「
ブ
ッ
ク

カ
フ
ェ
」。
本
と
カ
フ
ェ
が
融
合
し
た
空
間
が

幅
広
い
世
代
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」
に
設
置
さ
れ
る
ベ
ー
カ

リ
ー
カ
フ
ェ
で
は
、
福
智
産
の
素
材
を
使
っ

た
パ
ン
や
ス
イ
ー
ツ
、
香
り
高
い
コ
ー
ヒ
ー

を
、
本
と
と
も
に
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
こ
こ
で
彩
り
を
添
え
る
の
が
、
上
野

焼
の
器
で
す
。

　

こ
の
カ
フ
ェ
と
い
う
誰
も
が
集
い
、
憩
え

る「
ふ
く
ち
の
ち
」の
空
間
を
生
か
し
て
、
上

野
焼
や
六
次
産
業
化
、
特
産
品
の
新
商
品
な

ど
、
ふ
く
ち
の「
地
」を
使
っ
た
開
発
、
発
信

を
し
て
い
き
ま
す
。

　

す
で
に
動
き
出
し
て
い
る「
ふ
く
ち
の
ち
」

を
中
心
と
し
た
数
々
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
歴

史
や
風
土
を
踏
ま
え
、
培
っ
た
知
恵
や
つ
な

が
り
を
生
か
し
て
生
ま
れ
る
新
た
な
価
値
へ

の
挑
戦
は
、
こ
れ
か
ら
の「
智
の
拠
点
」と
し

て
の
機
能
や「
ふ
く
ち
の
ち
」を
活
用
す
る
私

た
ち
の
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

産官学連携による
上野焼ブランドブック
金沢大学が調査研究

金沢大学と電通と「ふくちのち」が
連携し、上野焼の原点と今をまと
めるブランドブックを作成します。

７月の事前調査を経て、９月26日から3日間、金
沢大学と町内のフィールドワークを行いました。

長い歴史と
伝統を確認

起源と伝統を見つめ、上
野焼のさらなる発展を目
指して研究しています。

野焼の歴史や特徴を解き明かし、今
後のブランド化を効果的に進めるた

めのブランドブックを金沢大学の研究で作成
中です。そこで「みなさんが上野焼をどう思っ
ているか」をテーマにしたワークショップを開
催します。ぜひお気軽にご参加ください。

❶12月22日㊍ 19:00-（中央公民館）
❷12月23日㊗ 10:30-（公民館 金田分館）
❸12月23日㊗ 14:00-（公民館 方城分館）

問「ふくちのち」担当係 ☎28-4100

Serre-セィア-（福岡市）
辻塚 幸祐 料理長
フレンチシェフ。在カナダトロ
ント総領事館料理長、サァラ
軽井沢ホテル総料理長、大谷
山荘洋食料理長を経て現在。

金沢大学
助教 丸谷 耕太 先生
人間社会学を研究し、地域
創造やコミュニティ、観光まち
づくり、伝統工芸などが専門。

福智の銀杏とキャビアのブランマンジェ 
パセリ風味

上

有名店の一流シェフなど20人以上
が加盟し、食を通じた社会貢献活動
を展開しているNPO法人「博多ミラ
ベル21」。福智町とは食をテーマと
した事業でつながりが深まり、今回
のコラボレーションが実現しました。

「ふくちのち」に香り豊かな空間
「ベーカリーカフェ」オープン！

空間はイタリアのカフェをイメージ
しながら、福智産素材をできるだ
け多く使い、みなさんに楽しみにし
てもらえるメニューを考案中です。

福智町地産地消メニュー開発アドバイザー
田中 智子 オーナーシェフ（ふくちのち内カフェ）
洋菓子系メーカーでの商品開発やパティシエ、ベーカー
を経験。イタリアへの留学でジェラートについても勉強。

地産地消と商品発祥の産地にこだわっ
た「ベーカリーカフェ」が「ふくちのち」内
にオープンします！30種以上のパンと、
カプチーノなど約
４種のコーヒーに
加え、上野焼の
器で飲める限定
の「福智ブレンド」
も販売予定です。

「福智ブレンド」は世界大
会で優勝経験を持つ焙煎
士・後藤直紀さんが焙煎。

知
識
や
創
造
力
、
つ
な
が
り
を
生
か
し
、
風
土
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

福
智
ら
し
さ
が
光
る
新
た
な
魅
力
と
価
値
が
生
ま
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

福
智
な
ら
で
は
の
価
値

共
創
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ

「華をそえる器」がテーマの上野焼の新ブラン
ド「アガノ・ラミュ」。ラミュはフランス語で脱
皮の意味。上野焼の巴のマークと伝統を超え
て挑む情熱がロゴで表現されています。写真
はラミュが彩る辻塚シェフのフレンチの一例。

福智の特産品「ふくち☆リッチジェ
ラート」の新フレーバーを、プロジェ
クトの辻塚シェフやカフェの田中
シェフと連携して開発していきます。

子羊のロティ 福智産とよみつひめ
赤ワインソースを添えて

梅酒のシートで覆った
フォアグラのテリーヌ
福智産あまおうのスモークと共に

佐賀牛イチボのポトフー
福智の根菜をアクセントにして

ふくち
のち
から

栗のフィナンシェと
福智産地たまごのメレンゲ

　INFORMATION
ハード系や惣菜系などこだわりの
パンはおよそ30種類以上、さらに
日替わりピザや福智産卵を使った
プリンや焼菓子などのスイーツもご
提供します。イートイン可（20席）。

栗のフィナンシェと
福智産地たまごのメレンゲ

「ふくちのち」に香り豊かな空間
「ベーカリーカフェ」オープン！

福智特産米のクルスティアン
天然鯛のマリネ添え
福智特産米のクルスティアン
天然鯛のマリネ添え
福智特産米のクルスティアン
天然鯛のマリネ添え
福智特産米のクルスティアン
天然鯛のマリネ添え

金沢大学上野焼ワークショップ 参加募集
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「ふくちのち」とわたしたち。その必要性と可能性

可
能
性
で
終
わ
ら
せ
な
い
た
め
に

　
「
あ
き
ら
め
る
し
か
な
い
。
で
き
る
は
ず
な

い
」と
い
う
意
識
で
は
な
く
、「
こ
う
あ
り
た

い
。
や
れ
ば
で
き
る
」と
い
う
前
向
き
な
意

志
こ
そ
、
前
進
に
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

意
識
が
変
わ
る
。
夢
が
描
け
る
。
ま
ち
が

変
わ
る
。
そ
ん
な
未
来
へ
と
つ
な
げ
る
可
能

性
を「
ふ
く
ち
の
ち
」は
秘
め
て
い
ま
す
。

　

当
初
か
ら
、
日
本
一
の
図
書
館
を
目
標
に

掲
げ
て
き
た「
ふ
く
ち
の
ち
」。
そ
の
指
標
は
、

こ
の
町
で
生
き
る
み
な
さ
ん
の
心
の
豊
か
さ

で
す
。
地
域
と
共
に
歩
み
な
が
ら
成
長
す
る

「
ふ
く
ち
の
ち
」は
、
み
な
さ
ん
と
の
心
の
近

さ
で
日
本
一
の
図
書
館
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
開
館
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス

タ
ー
ト
。
み
な
さ
ん
の
生
活
に
寄
り
添
い
、

新
た
な
価
値
を
生
み
、
カ
タ
チ
だ
け
で
な
く

全
く
新
し
い
公
共
施
設
に
生
ま
れ
変
わ
る
こ

と
が
、
一
つ
の
建
物
で
あ
る
こ
と
を
超
え
よ

う
と
す
る「
ふ
く
ち
の
ち
」の
到
達
点
で
す
。

もっと身近な空間に
「ふくちのち」のある福智町講座
施設を活用し、生かしていただけ
る主役は、ほかでもない住民のみ
なさん。「ふくちのち」のこれから
を考える講座を毎月開催します。

日時▶12月16日㊎ 15:00-
場所▶福智町中央公民館
テーマ▶自分たちで考え実践
　　　　する交流拠点づくり
講師▶村上有紀子さん

問 「ふくちのち」担当係
　 ☎ 28-4100

一つの建物という
存在を超えるとき
これまでの説明会やＰＲの機会を通じて、たくさんの意見が寄せられました。
多くの期待の声がある一方で「福智には合わない」「今の時代には必要ない」

「本は借りない」「かかるお金がムダ」など否定的な意見があるのも確か。
なぜ今この町に「ふくちのち」ができるのか。その必要性を探りました。

嶋野 勝 福智町長

みなさんが、それぞれの将来と子どもたちの未来、こ
の町のことを真剣に思うからこそ、厳しいご意見やた
くさんの期待の声が「ふくちのち」に寄せられました。
日常生活の一部として愛されるために、心ときめくワ
クワクする空間を実現するために、「ふくちのち」の成
長に向けた取り組みは、これからも続いていきます。
次代を担う子どもたちが、さらに次の世代へと誇れ
る「まちづくりの拠点」を目指したチャレンジは、ま
だ始まったばかりです。

厳
し
い
状
況
の
今
だ
か
ら
こ
そ

　

福
智
町
は
い
ま
、
多
く
の
深
刻
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
全
国
や
県
平
均
を
下
回

る
学
力
、
所
得
、
失
業
率
。
特
に
人
口
の
流

出
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
予
想
を
超
え
る

ペ
ー
ス
で
減
少
が
加
速
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
国
勢
調
査
で
は
、
町
の
人

口
が
５
年
間
で
１
千
８
百
人
以
上
も
減
少
。

各
研
究
機
関
の
予
測
を
下
回
り
、
平
成
32
年

の
人
口
予
想
に
近
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

町
の
規
模
縮
小
は
、
私
た
ち
の
生
活
や
住
環

境
に
も
大
き
く
影
響
し
、
さ
ら
に
人
口
減
少

を
招
く
悪
循
環
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
口
減
少
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、

町
が
抱
え
る
課
題
を
解
決
へ
と
導
き
、
町
の

強
み
を
生
か
し
て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

と
り
わ
け
、
学
力
の
向
上
は
多
く
の
課
題

解
決
に
つ
な
が
り
、
何
よ
り
子
ど
も
た
ち
一

人
ひ
と
り
の
将
来
に
直
結
し
て
い
ま
す
。

　

国
の
研
究
調
査
で
は「
特
に
家
庭
で
の
読

書
活
動
が
子
ど
も
の
学
力
に
最
も
強
い
影
響

力
を
及
ぼ
す
」と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

読
書
活
動
を
は
じ
め
、
知
識
を
深
め
る
学
び

を
力
強
く
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
が
図
書
館
機
能

で
す
。
ま
た「
ふ
く
ち
の
ち
」に
は
、
起
業
や

技
術
革
新
に
つ
な
が
る
創
造
力
を
高
め
る
も

の
づ
く
り
ラ
ボ
。
想
像
力
や
感
性
を
高
め
る

歴
史
資
料
館
。
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
に
展
開
す

る
カ
フ
ェ
な
ど
、
厳
し
い
現
状
を
克
服
す
る

た
め
に
必
要
な
機
能
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
く
ち
の
ち
」は
、
今
だ
か
ら
こ
そ
、
こ

の
福
智
町
に
必
要
な
施
設
で
あ
り
、
貴
重
な

財
源
だ
か
ら
こ
そ
、
ム
ダ
に
し
な
い
よ
う
、

よ
り
多
く
の
人
々
に
活
用
さ
れ
、
生
活
の
一

部
に
な
り
、
愛
さ
れ
続
け
る
施
設
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

人が集い、多くの出会いと交流を
生み、みなさんの夢を育む拠点― 
そう思い描いてきた夢がいま、形
になろうとしています。学力、所得、
失業率などの水準が全国的にも
厳しい福智町。「図書館は不要」
との意見もありましたが、だからこ
そ、まちづくりと人づくりの拠点を
担う「ふくちのち」が必要だと強く
思っています。これは決して大げ
さではなく、「ふくちのち」はまちを
変える可能性を秘めた施設です。
私もみなさんと一緒に夢を描きな
がら、「ふくちのち」の開館をワク
ワクしながら待ち望んでいます。

兵庫県伊丹市のまちづくり
活動のリーダー。“ふくちの
ち”のこれからを考えます。

「ふくちのち」がどうあるべきか、これまで約60回にわたり、説明会やイベントなどで多くの意見が交わされてきました。

11月24日の初回は数々の図書館を手が
けた元ヤフーの岡本真氏を講師に開催。

とっても
身近な

かつて４万人以上いた福智町の人口は、炭鉱の閉山で３万人を割り、その後も
減少傾向が続いています。平成27年の国勢調査では22,871人と最盛期の約
半数となり、５年前の前回調査より1,843人減少。予想を上回るペースで人口
減少が加速している現状が示されました。「ふくちのち」を中心とした課題解決
が求められている町では、その効果と連動した定住促進施策も立案しています。

2.8万

2.5万

2.2万

1.9万

1.6万

第２回講座 参加募集




